
業務改革に関する講演について 

１．目的 

生産性の向上と正確性の確保を両立させた「スマート自治体」等、新しい技術を活用

した一連の取組等について、「スマート改革」として総合的に検討し推進していくにあ

たって、ゲストスピーカーによる先進的な事例の紹介により、改革の先頭に立つ各部局

長の意識・理解の向上を図る。 

２．講演者プロフィール 

加藤健太 氏 

 リクルートを経て、AllAboutの創業メンバーとして財務、総務、人事、広報、営業企

画など裏方周りのあらゆることを担当し、取締役兼 CFOとして 2005年に IPO。その後、

現在の株式会社エンファクトリーを分社し代表に就任。エンファクトリーでは「ローカ

ルプレナー（※）のための自己実現ターミナルの創造」を目指し、また、社内では「専

業禁止!!」という人材ポリシーを打ち出して、関わる人々すべての「生きるを、デザイ

ン」を応援中。  

（※ローカルプレナーとは専門家やフリーランス、つくり手はもちろんのこと、企業に

勤めながらパラレルワークや NPO・ボランティアなどを通じ、自己実現に向けて自

ら生活や、働き方や生き方をデザインし、実行する人々を総称する造語。） 

３．講演概要 

社内で「専業禁止!!」の人材ポリシーを打ち出して、副業のノウハウを蓄積し、「副業

特区」というサービスを開始。この実績をもとに、「地域貢献」をキーワードに、兼業・

副業のメリットと、労務管理や情報漏洩等のリスク管理について情報提供をいただく。 
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加藤健太

専業禁止！複業は手段、
自律的な越境・探求を促し、
その還流によって、
個と組織を高める事例、手法
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・エンファクトリーご紹介
～ローカルプレナー、チームランサー、専業禁止

・複業の効用事例(エンファクトリー)

・副業兼業の動き、流れ

・働き方改革の作用と副業兼業の関係

・企業と社員、効果を相互に高める施策

・副業特区について

・地方、域内人材組織育成の活用仮説
(参考資料)

本日の流れ













人材ポリシーとしての「専業禁止!!」
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具体的成果

運用ルール

・マネジメント能力の向上

・残業時間の減少

・7期連続増収増益

・採用効果

・外部連携力強化

・会社のミッション、仕事に対しても成果を
だすマインドになる

・態度表明により自身のコミットが高まり、
周りから応援・支援が得られる

・相互理解が深まり、仕事が進めやすくなる

・発表を聞いている社員も、
自身の自己実現・自立に刺激を受ける

＜実は、リスクヘッジ的にも大きな効用＞

複業活動を「オープン」にすること
〜 半年に一度、エンターミナル(複業成果発表会)を開催し全社員に共有 〜

【エンターミナルでの効果】

個をオープンにし
その人が持つ価値感を共有し、

自立したプロとして
繋り連携してくことが、

これからの組織と個人の形

・新規案件の増加


























